
3)松沢哲郎(1987):ヒトとチンパンジーの認

知機能の発達検査.第3回日本霊長類学会大

会,霊長類研究 3:146.

4)松沢哲郎(1987):大型類人猿の言語能力.

荊41回日本人類学会 ･日本民族学会連合大会,

人奴学雑誌 96(2).

5)松沢哲郎 (1987):霊長類の行動発達一比較

心理学的パースペクティブ-.第2回日本基

礎心理学会フォーラム.

6)藤田和生(1987):霊長類における接の認知

一発達とその規定因-.第3回日本霊長頬学

会大会,霊長類研究 3:147.

7)藤田和生 ･三上章允 ･長田佳久 (1987):蛋

長奴の運動知覚閑(1) 1歳未満のサルの場合.

邦51回日本心理学会大会,発表論文集 :170.

社会研究部門

力強勺隆至･大沢秀行･鈴木 晃

研究柾賓

1)ザイール共和国コンゴ森林におけるピグミ

ーチンパンジーの社会学的研究のとりまと

め

加納隆至 ･五百部裕1)

1986年皮の現地調査をもとにして,ピグミーチ

ンパンジーの集団間関係,集団内個体問関係 (オ

ス臥 .メス胤 ワカメスと他個体間,母子間関係),

未成熟個体の社会行動,性行動の発達,造巣行動

等の観察資料の取 りまとめがおこなわれ,一部は

刊行された｡

2)オランウータンの社会生態学的研究のまと

め

鈴木 晃

1983年からおこなっているインドネシア･東カ

リマンタン ･クタイ国立公園でのオランウータン

の社会学的研究のまとめをおこなった(1987年海

外学術調査 代表者田川日出夫 ･鹿児島大教授 )｡

8)志賀高原横湯川流域に生息するニホンザル

各群の社会学的資料の蓄積｡

鈴木 晃

上付越ニホンザル研究林及び横湯川流域に生息

するこホンザル各群の社会学的資料の蓄積をおこ

1)大学院生

なった｡

4) アフ.)カ地域乾煉サバンナにおける狭昇猿

類の野外研究

大沢秀行

カメルーン北部のカラマルエ国立公園において

パタスザルおよびミド1)ザルの野外研究を1984年

より続けている｡1987年度は採食生態の研究を現

地でおこなった(生活史部門 ･中川尚史1))ほか,

社会変動の資料の分析をおこなった｡

5)父子判定に基づくニホンザルの繁殖戦略の

研究

大沢秀行 .光永総子2)

生化学研究部門で開発した父子判定の技術を利

用し,これまで不明であった雄の繁殖効率,およ

び繁殖戦略の研究を始めた｡1987年度は,詔長期

研究所の若桜放飼群を対象に,交尾期間中終日観

察により全ての交尾の記録を取るようにした｡交

尾行動の解析は引続いておこなっている｡

総 説

1)加納隆至 (1987):未知の類人猿 :･ピグミー

チンパンジーの社会.創造の世界.64:44-69.

2)森 梅代 ･宮藤浩子 (1987):詔長校のメス

の一生における育児行動および母子関係の変

遷に関する研究一人間の育児行動,母子関係

の系統発生を探る-.安田生命事業団研究助

成論文集 22(2):153-159.

論 文

1)KanO,T.(1987):Socialre酢11ationfor

individual coexistenceinpygmychim-

pan2;eeS(Pani,aniscus).In:Dominance,
AggressionandWar,D.McGuiness(ed.).

ParagonHouse.pp.105-118.

2)KanO,T.(1987):Social organi2:ationof

thepygmychimpanzeeandthecommon

chimpanzees:similaritiesanddifferences.

In:Evolutionandcoadaptationinbiotic

communities,S.KAwanO,J.H.Connell

andT.Hidaka(eds.).Universityof

TokyoPress.pp.53164.

8)Kano,T.(1987):A populationstudy

ofaunitgroupofpygmychimpanzees

2)研修員
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ofWamba-Withaspecialreferenceto

thepossiblelackofintraspecifickilling.

In:AnimalSocieties;Theories and

Facts,Y.Ito,∫.LBrownand∫.Kikka･

wa(cds.).Japan ScicntifcSocieties

press.pp.159-172.

4)Oi,T.(1988):Sociologicalstudyof

troopfissionofJapanesemonkeysin

Yakushimaisland.Primates29(1):1-

19.

報告･その他

1)前 桁代(1987):サルのフィールドから.

1)母性と父性.栄箆と料理 53(7):1161119.

2)森 栢代(1987):サルのフィールドから.

2)サル道に踏み込む.栄菜と料理 53(8)

:116-119.

3)森 栢代(1987):サルのフィールドから.

3)雌と雄と.栄養と料理 53(9):116-119.

4)森 梅代(1987):サルのフィールドから.

4)ェチオピア調査記 Ⅰ.栄壬と料理 53

(10):116-119.

5)森 梅代(1987):サルのフィールドから.

5)エチオピア調査記Ⅱ.栄菜と料理 53

(ll):78-81.

6)森 梅代 (1987):サルのフィールドから.

6)ェチオピア調査記Ⅱ.栄菜と料理 53

(12):76-79.

7)大沢秀行 ･杉山幸丸 (1987):ニホンザルの

群れ分裂と社会的頓位 ･ニホンザルにおけろ

採食戦略の社会学.科研か研究成果報告現

8)Sugiyama,Y.,Ohsawa,H.(1988):

Populationdynamicsandmanagement

ofbaitedJapanesemonkeysatTakaSa-

kiyama.Sociologyonfeedingstrategy

ofJapanesemonkeys.Reportsfor

Grant-in.aidforscientificresearch:1

-8.

9)鈴木 晃(1987):クタイ国立公園の野生オ

ランウータンの社会生活.モンキー 218.

214:6-18.

学会発表

1)五百部裕(1987):ピグミーチンパンジー

(Panpaniscus)とアカコロブス(Colobus

badtus)の相互交渉.節41回日本人類学会

･日本民族学会迎合大会.研究発表抄録:56.

2)大井 徹 (1987):西スマトラにおl才るブタ

オザル(Macacanemestrina)の社会学的

研究.爪 3回日本詔長柄学会,詔長期研究

3:153.

3)大沢秀行 (1987):パタスモンキーの社会変

動と雌雄関係.邦3回日本霊長規学会大会,

霊長類研究 8:155.

4)大沢秀行 (1987):詔長類の重層社会の構造.

窮41回日本人類学会 ･日本民族学会連合大会

シンポジウム,家族の起源-プライマトロジ

カルアプローチの現状-.研究発表抄録 :27.

5)鈴木 晃 (1987):3Rカ1)マンタン･クタイ

国立公園における大山火郡以後のオランウー

タンの採食行動の変化.耶8回日本詔長類学

会,霊長類研究3:158.

変異研究部門

野津 謙 ･庄武孝義 ･和田一雄 ･峰揮 満 1)

研究概要

1)ニホンザルの舛田近伝学的研究

野滞 誹 ･庄武孝義 ･早坂謙二2)

ニホンザルの血統試白の構造を支配する近伝子

の変只を昭気泳動法によって検索し,群円,群問

の変異性を定見化する｡現在までにニホンザル44

群,総個体数約2,600頭の血液試料について,35

校の蛋白の構造を支配する計38遺伝子座の検索を

行ってきた｡また,新たにミトコンドリアDNA

の多型を標識として加えた｡これらデータをもと

にして,統計的検索を加え,繁殖単位問の毎代の

移出入率,遺伝的変只の散布範囲などについて定

立的推定を行い,ニホンザルの繋罰封荷造を解明す

べく作業を続行中である｡62年度は下北の群の変

男性を定見し,他群と比較した結果を公表した｡

2)Macaca屑サルの系統的相互関係

野揮 誹 ･庄武孝義 ･早坂謙二

ニホンザルを含むMacaca屑サル各班から材料

を採舛し,前頃1)と同一の方法によって校内 ･較

1) 1987年10月1日付で戊杯水産省へ転出｡

2)大学院学生
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